黄色ブドウ球菌の電子顕微鏡的研究 その微細構造とペニシリン感性株とペニシリン耐性株との形態学的相違について by Miki, Shigehito
Title
ELECTRON MICROSCOPE STUDY OF
STAPHYLOCOCCUS AUREUS : THE FINE STRUCTURES












学 位 の 種 類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件







き しげ ひ と
学 博 士
博 第 232 号
昭 和 41 年 3 月 23 日
学 位 規 則 第 5 条 第 -1 項 該 当
医 学 研 究 科 外 科 系 専 政
E I.E C T R O N ]M IC R O SC O P E ST tJI)Y ･O F ST A P H Y L O C -
O C C U S A tTR E tJS :T H E F IN E ST R tJC T tJR E S A N D
M O R P H O L O G IC A I. D IF F E R E N C E S B E T W E E N P E N -
IC II.I.IN ･SE N SIT IV E A N I) P E N IC IIJL IN IR E SIST A N T




論文 調査委員 教 授 木 村 忠 司 教 授 伊 藤 鉄 夫 教 授 本 庄 一 夫
論 文 内 容 の 要 旨
黄色ブ ドウ球菌の微細構造については, すでに B radfield, Suganum a, 鈴木他, 等の発表があるが,
その形態学的解釈についてはなお異論の余地が存在する｡ 著者は本菌を培養細胞に感染させたものの超薄
切片を作成して, その微細構造と, ペニシリン感性株と耐性株との形態学的相違を電子顕微鏡的に観察し
た｡ 黄色ブ ドウ球菌の核質は他の細菌におけると同様に周囲よりも電子濃度の低い領域として現われ, そ
の中に均質な帯状の, 或いは架糸状の物質が認められ, その間に線維状の物質の認められることがある｡
細胞質は円形ないし不整形の最大径 200A までの顧粒によってみたされる｡ これらの顧粒は静止期には
細胞質内に均等に分布しているが, 増殖期に入ると核質の周囲に集まり, 隔膜の形成開始とともに両娘細
胞に移動するようである｡














黄色ブ ドウ球菌, 209P 株では約70A であったが, 乳腺炎の患者病巣より分離した 50m cg/m lのペニシリ
ンに耐性を示す自然耐性株では約140A であり, ペニシリン感性黄色ブ ドウ球菌209P を漸増するペニシリ
ン濃度を含む培地に継代をくりかえして 10m cg/m l のペニシリンに耐性とした人工耐性株では約500A
であった｡ この人工耐性株の細胞壁の肥厚は耐性の喪失にともなって減少する｡ すなわち, 本人工耐性
株をペニシリンを含まない培地に継代したものの10代継代株では約 200Åで, その耐性度はまだ保たれて
いた｡ しかし, 20代継代株では約 90A , 30代継代株では約70Åで母株と同じく, 耐性度は完全に失われて





論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
黄色ブ ドウ球菌の微細構造に関しては B radfield, Suganum a, 鈴木他等の発表があるが, 著者は本菌
を培養細胞に感染させたものの超薄切片を作成してその微細構造を観察し, さらにペニシリン感性株と耐





70A ｡ 耐性株のうち患者病巣より分離した 50m cg/m l ペニシリン自然耐性株は約140A ｡ 感性株を漸増す
るペニシリン濃度を含む培地に継代を繰返して得た 10m cg/m l ペニシリン人耳耐性株では約500Åであっ
た｡ 人工耐性株の細胞壁外層の肥厚は耐性の喪失にともなって減少し, ペニシリンを含まない培地に30代
継代すると耐性は完全に失われ, 細胞壁が外層 も約70A と母株とほとんど同じものになった｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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